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日立グループの実態 2002年版

　弊社では1998年3月に「日立グループの実態 '98年版」を上梓し、幸いにも関係各方面からご好評をいただ
いてまいりました。
　このたび、4年振りの改訂版として刊行する運びとなりました「日立グループの実態2002年版」では、1999
年11月に策定した中期経営計画「i.e.HITACHIプラン」に基づいて、事業ごとにマーケットで最高の競争力が
発揮できる最適な事業体制への転換を図っている日立グループの21世紀戦略を多角的に解明致しております。
　本書では、松下との戦略的提携、通信関連3社の統合、リースとクレジット事業の統合、半導体製造装置・計
測器部門の一本化などによって事業再構築を進めるなか、新たに、白物家電を主力製品とする家電グループと、
低圧モーター、変圧器、空圧機器などを主力製品とする産業機器グループの再編を実施した日立とグループ・
系列企業、これらを支える協力企業約５４０社の動向を生産・販売・購買・研究開発・海外戦略など様々な角
度から分析し、明らかにしており、営業・企画・調査など幅広い分野で活用できるよう編集しています。貴社
にて是非ご利用ください。

発 刊 に あ た り

中期経営計画「i.e.HITACHIプラン」に基づき
                                  企業・事業分野の構造改革を進める日立！

2002年4月には家電事業および産業機器事業の再編を実施！
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町谷野下区見鶴市浜横］社　　本［ 4－ 531 　〒　　　　　　　 032 － 7400 　電　　　　　 540 － 125 － 1005
］金本資［ 005,4 　　　］数総員業従［　　　　　　信　正　口　樋　］者表代［　　　　円万 39 名

）茂加濃美（行銀六十、）見鶴（行銀ひさあ、）見鶴（行銀ほずみ］行銀引取［
他のそ、品部機売販動自、）等品部ビレテ、品部ターュピンコ（品部属金］品製要主［

品部属金］比成構［ 09 品部機売販動自、％ 01 ％

販
売
体
制

］績　　　業［ 　　 1002 　年 2 　＝期月 384,1 　　　経（　円万百 24 （率経　　）円万百　 8.2 ）％

］先引取要主［
ロトクレエアィデメ立日、グンリアニジンエ子電立日、クッテ映情立日、立日）先入納（

（スクニ 07 機冷機電士富、機電士富、プールグＣＥＮ、野長ＣＥＮ、）％
店商河小、和三、機鋼谷岡、業鋼山西、金軽本橋、材鋼金藤）先入仕（

のへ立日
］　　　　　［

品部入納

用タクェジロプ晶液・ＶＴＣ・イレプスィデ－クッテ映情立日、部業事アィデメルタジデ
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事信通・器機報情、品部置装クスィデ、品部用クスィデドッヘ－部業事ジーレトス・ムテ
クッバイラフ－スクニロトクレエアィデメ立日、部本業事体導半、品部用末端報情－部業
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生産品目 国内生産拠点 海外生産拠点
PDP パ ネ ル 富士通日立プラズマディスプレイ

マ イ コ ン 半導体グループ（小平）、同（那珂）、 HISEE

トレセンティテクノロジーズ、

日立北海セミコンダクタ、日立米沢電子＜後＞

A S I C 半導体グループ（小平）、同（甲府）、

同（那珂）、トレセンティテクノロジーズ

M O S IC/ LSI 半導体グループ（小平）、同（甲府）、 HISEM

同（高崎）

液晶ド ライ バ IC 半導体グループ（甲府）同（高崎）、 漢揚半導体

同（那珂）、日立東京エレクトロニクス＜後＞

IC カ ー ド 半導体グループ（甲府）

バイポーラIC/LSI 半導体グループ（高崎） HISEM

光素子（LED等） 半導体グループ（小諸）

S R A M トレセンティテクノロジーズ
D R A M エルピーダメモリ（HNS、NEC広島から調達） 日立半導体（蘇州）＜後＞、HISEM、HNS

フラッシュメモリ 半導体グループ（小平）、トレセンティテクノ

ロジーズ

RF モ ジ ュ ー ル 半導体グループ（高崎）、日立東部セミコンダ 日立半導体（蘇州）

クタ＜後＞、日立ハイコンポーネンツ＜後＞

ト ラ ン ジ ス タ 半導体グループ（小諸）、日立ハイコンポーネ 高雄日立電子＜後＞、HISEM＜後＞、

ンツ＜後＞ Zao-Hitachi Svetlana Power Electrinics＜後＞

化 合 物 半 導 体 半導体グループ（甲府） HISEM

ダ イ オ ー ド 半導体グループ（甲府）、日立柳井セミコン

ハイブ リッ ド IC 半導体グループ（小諸）

光ピッ クア ップ 日立メディアエレクトロニクス 中国（委託加工）

SAW フ ィ ル タ 日立メディアエレクトロニクス

ス タ ー タ ー 自動車機器グループ 長沙日立汽車電器、HAP-TH、

Hitachi-Remy Automotive

オルタ ネー ター 自動車機器グループ 長沙日立汽車電器、HAP-TH、

Hitachi-Remy Automotive

第Ⅱ-5表　日立グループの主要生産品目別国内／海外生産拠点マトリックス⑷
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◆第Ⅰ部では、日立および主要な生産子会社に関して、国内／海外生産・販売体制、購買動向、研
究開発状況、資本・人事交流の動向などを明らかにするとともに、主だった提携状況についても、
OEM／生産委託（Ⅱ－4）、販売提携（Ⅴ－3）、技術提携／共同開発（Ⅵ－2）の各項目に分けて
掲載しています。

◆第Ⅱ部では、事業グループ別に組織と体制、生産拠点、事業戦略などを明らかにしています。

◆第Ⅲ部では、日立とその系列メーカー各社に対して、製品・半製品・モジュール・部品を納入し
ている537社のメーカーについて、会社概要・事業所・取引先・事業展開などを明らかにしていま
す。

第Ⅰ部　日立グループの概況
　第Ⅰ章　概況
　　Ⅰ－1　沿革
　　Ⅰ－2　i.e.HITACHIプラン
　　Ⅰ－3　事業内容と事業分野別構成比
　　Ⅰ－4　組織
　第Ⅱ章　国内／海外生産体制
　　Ⅱ－1　国内生産体制
　　Ⅱ－2　海外生産体制
　　Ⅱ－3　生産品目別マトリックス
　　Ⅱ－4　OEM／生産委託状況
　第Ⅲ章　設備投資計画と環境への対応
　　Ⅲ－1　設備投資動向　
　　Ⅲ－2　環境への対応
　第Ⅳ章　購買戦略
　　Ⅳ－1　購買組織と購買戦略　
　　Ⅳ－2　主要部品・部材調達状況
　第Ⅴ章　国内／海外販売体制
　　Ⅴ－1　国内販売拠点
　　Ⅴ－2　海外販売拠点
　　Ⅴ－3　販売提携状況
　　Ⅴ－4　商品別シェア
　第Ⅵ章　研究開発状況
　　Ⅵ－1　研究所と研究開発体制
　　Ⅵ－2　技術提携／共同開発状況
　　Ⅵ－3　研究開発状況

　第Ⅶ章　資本・人事交流
　　Ⅶ－1　子会社と資本系列化の実態
　　Ⅶ－2　役員の担当分野と経歴
　　Ⅶ－3　職制と人事
　　Ⅶ－4　グループの人脈

第Ⅱ部　事業分野別戦略
　第Ⅰ章　電力・電機グループ
　第Ⅱ章　ビルシステムグループ
　第Ⅲ章　情報・通信グループ
　第Ⅳ章　ユビキタスプラットフォームグループ
　第Ⅴ章　ディスプレイグループ
　第Ⅵ章　半導体グループ
　第Ⅶ章　自動車機器グループ
　第Ⅷ章　日立ホーム・アンド・ライフ・ソリューション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家電事業）
　第Ⅸ章　日立空調システム（空調システム事業）
　第Ⅹ章　日立産機システム（産業機器事業）
　第ⅩⅠ章　日立インダストリイズ（産業機械事業）
　第ⅩⅡ章　日立ハイテクノロジーズ
　　　　　　　　　　　　（計測器・半導体製造装置事業）

第Ⅲ部　日立グループを支える協力企業の実態
　第Ⅰ章　グループ企業各社の実態
　第Ⅱ章　協力企業各社の実態


